
24

さまざまな形態により記録され公開されている。例えば、

自然や環境は写真により、歴史や社会は文字・書籍とし

て、また民具や考古遺物は史料館・博物館の展示として、

さらに芸能や民俗行事は写真・映像により、というよう

に多様なメディアを使用して発信している。それはまた、

資料と研究成果を結合することも可能にしている。地域

における人々の生活は、研究対象として設定された事象

に分解されモザイクのようにしてあるのではなく、それ

らの事象が渾然一体になった一つの総体としてある。そ

のように人々の渾然一体となった生活の全体を統合する

ことで、より高度な体系的総合という段階を経て再構成

し、発信することがインターネット･エコミュージアム

の目的となっている。

そのような目的を達成するための作業を通して、当該

地域に暮らす住民たちが自分の地域についての認識を深

め、また研究者にも新しい問題を提起することになるこ

とを期待している。今はまだ国指定文化財となっている

民具コレクションのデータベース化と民具情報の統合に

とどまっているが、今後一層拡大し、内容の充実が図ら

れることを期待する。

3. おわりに

世界には数多くの研究機関がある。その中には、あま

り知られていないものも多い。また韓国の研究者にとっ

てまったく関わりのないものも多い。それらの研究機関

の中には、我々が今後､ 積極的に関係を結んでいかなけ

ればならない機関も多くある。ここに紹介した神奈川大

学日本常民文化研究所非文字資料研究センターも、そう

した関係を結んで交流を図っていくべき重要な研究機関

の一つであると考える。特に同研究センターが示唆する

以下の二つのことは、我々が共に考えていかなければな

らないことである。一つは非文字資料研究センターの誕

生までの過程で、二つ目は研究方法と成果物の活用につ

いてである。

前者の場合、研究プロジェクトに参加した研究者につ

いて、研究終了と共に解散させるのではなく、それを基

盤として持続的な研究が可能となるように組織化し、同

研究センターに定着させることである。我々の周辺でも

数多い研究プロジェクトが進められており、学問間の多

様な融合を通して優れた研究陣を組織するが、残念なが

らその大部分は研究終了と共になくなってしまうのが現

状である。研究責任者や参加者がさらなる前進を求める

べきだと思われる。そうなれば、我々の周辺にも多様で

先端的な研究センターが生まれてくるのではないか。

後者の場合、非文字資料研究センターの重要業績であ

る絵引の編纂作業は、現存する古建築が少ない韓国の状

況においては、価値ある研究主題になると思われる。こ

の研究を通して、専門用語の定着、イメージ資料の発掘

をおこなうことができる。そして、研究成果を単なる報

告書や論文として発表するだけでなく、様々なルートを

通して発信し活用に供することが重要である。もちろん

最近は IT技術の進展によりその可能性が増えているが、

さらに多様な方法を開発する必要がある。その中で注目

すべきものは─状況により異なるが─、研究費を編成

する時に、あらかじめ研究成果物を出版する経費を計上

しておくことである。日本で様々な研究成果を刊行でき

る背景には、そうした予算編成のあり方があるといえる。

おわりに韓国の研究者と研究機関には、非文字資料研究

センターを活用することで、多様な研究の機会と方法を

導出することを期待するものである。

本稿は、本センターの2010年度外国人研究員・韓東洙（漢陽大学建築学部教授）が『大韓建築学会誌2010年

10月号』に掲載した本センターの紹介記事を、著者の了解を得て要約・翻訳したものである。
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センター研究員
名　　　前 所属部局 職　　　名 研究班

田上　繁（センター長） 歴史民俗資料学研究科 教授 1,4
大里　浩秋（副センター長/運営委員〈研究会担当〉） 外国語学研究科中国言語文化専攻 教授 2
内田　青蔵（副センター長/運営委員〈国際交流担当〉） 工学研究科建築学専攻 教授 2
安室　知（事務局長/運営委員〈事務総括担当〉） 歴史民俗資料学研究科 教授 4
鳥越　輝昭（運営委員〈国際交流担当〉） 外国語学研究科欧米言語文化専攻 教授 1C
小熊　誠 歴史民俗資料学研究科 教授 1B
木下　宏揚 工学研究科電気電子情報工学専攻 教授 5
熊谷　謙介 外国語学部国際文化交流学科 助教 1C
小松原　由理 外国語学部国際文化交流学科 助教 1C
佐野　賢治 歴史民俗資料学研究科 教授 5
鈴木　一弘 工学部電気電子情報工学科 特別助教 5
泉水　英計 経営学部国際経営学科 准教授 3
孫　安石 外国語学研究科中国言語文化専攻 教授 2
津田　良樹 工学部建築学科 助教 3
能登　正人 工学研究科電気電子情報工学専攻 准教授 5
ジョン・ボチャラリ 歴史民俗資料学研究科 非常勤講師 1A

東京大学大学院総合文化研究科超域文化科学専攻 教授
松澤　和光 工学研究科電気電子情報工学専攻 教授 5
村井　寛志 外国語学研究科中国言語文化専攻 准教授 2
森　武麿 歴史民俗資料学研究科 教授 4
クリスチャン・ラットクリフ 外国語学部国際文化交流学科 准教授 1A
渡辺　美季 外国語学部国際文化交流学科 助教 1B

研究協力者
稲宮　康人 写真家 3
金子　展也 ㈱日立ハイテクトレーディング 3
何　彬 首都大学東京 教授 1A
吉川　良和 外国語学部中国語学科 非常勤講師 2
君　康道 東京大学大学院総合文化研究科 講師 1A
小松　大介 歴史民俗資料学研究科 博士後期課程 5
辻子　実 日本キリスト教協議会靖国神社問題委員会 委員長 3
徐　東千 東京大学大学院工学系研究科建築学専攻 博士後期課程 1A
田名　真之 沖縄国際大学総合文化学部 教授 1B
常光　徹 国立歴史民俗博物館 教授 4
得能　壽美 法政大学沖縄文化研究所 特別研究員 1B
冨井　正憲 漢陽大学校建築大学 教授 2
富澤　達三 外国語学部国際文化交流学科 非常勤講師 1B
中井　真木 東京大学大学院総合文化研究科 博士課程 1A
藤川　美代子 歴史民俗資料学研究科 博士後期課程 4
山本　志乃 旅の文化研究所 主任研究員 4
李　利 歴史民俗資料学研究科 博士後期課程 1A
フレデリック・ルシーニュ 歴史民俗資料学研究科 博士後期課程 5

研究班：１　生活絵引編纂共同研究
	 A　『マルチ言語版　絵巻物による日本常民生活絵引』編纂共同研究
	 B　『日本近世生活絵引』南島編編纂共同研究
	 C　『ヨーロッパ近代生活絵引』編纂共同研究

	 2　東アジアの租界とメディア空間
	 3　海外神社跡地から見た景観の持続と変容
	 4　水辺の生活環境史
	 5　非文字資料の効率的な検索と安全な流通
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